


　継続は力なりと申しますが、今回で８年目を迎えた地域活性化プログラムにこの言葉があて
はまるでしょうか。指導教員が入れ替わったりテーマが変わったりで、最初から同じテーマで
続いている取組はそれほど多くはないのですが、学園祭などで８年間の成果を一覧できるよう
になっていたりするのを見るとちょっとした壮観です。昨年度から文科省の「地（知）の拠点
整備事業（COC）」の一環としての位置づけがなされ再スタートしましたが、当初の意気込み
が指導教員によみがえったのではないかと期待しています。
　地域活性化プログラムは、学生が地域の中に入っていって地域の課題を解決していこうとす
るものですが、その実は地域による学生活性化プログラムでもあります。つまり我々教員が講
義やゼミ各種の演習を通じて学生を教導するだけでなく、さまざまな形で地域の方々と接し、
時に怒られ時には褒められるという体験を積むことによって学生が実社会に出た時の「コミュ
ニケーション能力」を飛躍的に伸ばせる可能性が期待されているのです。
　またプログラムはチームで共同作業を行うものなのですが、率直にいってメンバー間にはい
ろいろと温度差があります。時間を守らない、割り当てられたタスクをちゃんとやってこない
等さまざまなドタバタが起きていること、これも実社会の縮図であるかと思えます。こうした
困難を乗り越えることを通じて成長していく学生が増えています。
　これまでのプログラムの中で学生と地域の方々がいろいろな形で接触し、さまざまな活動を
行ってまいりました。中には「若い学生さんが地域の中に入ってきてくれるだけで充分です」
というご意見もありましたが、さらにプラスしてもっと地域のためになることをしなければな
らないと考えています。
　本学は開学以来、「去華就實」「社会に役立つ人間となれ」をモットーとしています。ただ役
に立つかどうかを決めるのは社会であり他人です。ここで独りよがりがあったり、根拠のない
独善があったりしたのでは真に「役立つ」人間にはなれません。つまり上のモットーは、自ら
に対する客観的な認識に裏付けられた自身が必要になってくるということです。いろいろな人
たち－関係者から率直な評価をもらえることは、成長途上の学生にとって得難い機会であるか
と思います。あとはその評価をどう活用していくかということですが、この点はまだ学生次第
ということになりますので、このあたりも我々は考えていかねばならない点であるかと思って
います。
　地域交流、実社会との連携を行っている教育機関は他に数多くあると思います。東日本大震
災の後も、被災地の支援を正課の中で取り上げた大学があると報告されています。ただ、本学
のような形で長期間地域との関係を築き上げているものはあまりないのではないかと自負して
います。地域の方々、特に学生と接することになる各位にはご迷惑なことかも知れませんが、
次世代の若者の成長のためによろしくお願いする次第であります。

平成２７年３月

ご　あ　い　さ　つ

長岡大学は、文部科学大臣が認証する財団法人日本高等教育評価機構によ
る大学機関別認証評価を受け、平成22年３月24日付で、「日本高等教育評
価機構が定める大学評価基準を満たしている」と「認定」されました。
認定期間は、2009年４月１日～2016年３月31日です。2009.4-2016.3

学長　内藤　敏樹



　鯉江ゼミでは平成 19 年度から、「まちの駅」をフィールドとして調査研究を行ってきました。以下、
簡単にその流れを振り返ってみます。なお、詳細な調査研究報告は過年度の「学生による地域活性化
プログラム」の報告書を参照されたい。平成 19 年度は、①文献・資料調査により「まちの駅」の歴
史と概要を整理し、②文献・資料調査及びヒアリング調査により、長岡市における「まちの駅」の現
状と課題をまとめ、③「まちの駅　長岡大学」の活性化に向けて４つの提言を行いました。平成 20 年
度は、平成 19 年度の調査を受ける形で、①全国の「まちの駅」へのアンケート調査の実施、②長岡市
の「まちの駅」のパネル及び商品の展示、③「まちの駅」の食材を使った模擬店（豚汁とおにぎり
の販売）を行いました。平成21年度は、先進地域である①富士地域、会津地域、本庄地域の「まちの駅」
にヒアリング調査を実施しました。あわせて平成 20 年度同様、②長岡市の「まちの駅」のパネル及び
商品の展示、③「まちの駅」の食材を使った模擬店（豚汁とおにぎりの販売）を実施しました。平成
22 年度は、長岡市内にある全ての「まちの駅」（平成 22 年調査時 50 ヵ所）でヒアリング調査を実施し、
その内容を学生の視点でまとめた紹介パネルを作成し、学園祭で紹介しました。平成 23 年度は、「越
後長岡まちの駅ネットワーク」の情報と「まちの駅」の活動がまちの駅の方にどのような意識の変化
をもたらしたのかを地域づくりの観点から検証しました。また、例年通り学園祭での発表もしており
ます。平成 24 年度は、新たに見附地域の「まちの駅ネットワークみつけ」を対象にヒアリング調査、
アンケート調査を実施しました。平成 25 年度は、糸魚川地域のまちの駅 10 駅にヒアリングを実施、新
たにできた長岡５駅、見附２駅にもヒアリングを実施しました。また、過去に作成したパネルのリニ
ューアルも行いました。
　本年度の主要な活動は、①昨年度までのヒアリング調査・パネル作成で残っていた県内 21 駅への
調査、②悠久祭でのパネル展の開催、③まちの駅イベントへの協力、④まちの駅全国大会への参加に
よる意識の醸成、⑤まちの駅間交流会の実施であります。「①　ヒアリング調査・パネルの作成」に
ついては、今年度をもって、県内 125 駅の全調査とパネル作成をすることができました。「②　悠久
祭でのパネル展の開催」については、昨年度まで実施してきたパネル展に加え、県内のまちの駅の活
動を紹介したＤＶＤも利用して、自分たちの活動と成果をアピールしました。「③　まちの駅イベン
トへの協力」については、今年度は見附市栄町のイベントのみの参加となりました。「④　まちの駅
全国大会への参加」については、ミーティングでも積極的に発言し、今後の活動の励みにすることが
できました。「⑤　まちの駅間交流の実施」として、本学に新潟県のまちの駅の方をお招きして「第
１回まちの駅間交流」を実施できたことは新たな展開であります。これらの活動を学生が整理いたし
ましたので、ここに紹介いたします。
　なお、活動に当たっては「まちの駅ネーブルみつけ」の駅長であられる中川一男氏、長岡市市民協
働推進室の安達一啓氏はじめ、県内外のまちの駅の方に多大なるご協力をいただいております。この
紙面を借りて深く感謝申し上げます。

平成 27 年３月

―新潟県内のまちの駅の情報発信とまちの駅間交流の実施―
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長岡大学教授／担当教員　鯉江　康正









4年生

11E001  伊佐夏美

11E035  高野綾夏

11E044  目黒達典

11E032  滝沢　晶

11E401  劉　洋

11E033  周　友粮

3年生

12E031  丸山真司

12M401  ショウ  花

12E401  蘭　海潮

12M402  李　セイ
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